
�．はじめに
女性が一日に行う炊事・洗濯・掃除の平均時間は

２．２時間（NHK放送文化研究所２０１１）であり，とく

に炊事においては台所作業が大半を占める（工藤

２０１０）。食器洗いなどの台所作業時は前傾姿勢をとる

ために腰部や下肢への負担が大きく，不良姿勢や肩こ

り，腰痛などを引き起こしやすい。

台所作業時の不良姿勢の原因として，キッチンの高

さが問題となりやすく，一般的には８５�が用いられて
いる（上野と宮本２０１１）。ただし，川口ら（２００３）は

キッチンカウンターの最適な高さを生体力学的算出法

により，「身長を２で除して５～１０�を加えた値」が
最適と報告している。

小田ら（２０１１）は，食器洗い動作時の姿勢に着目し，

高さ８５�のキッチンカウンターでの作業姿勢を検討し
た結果，女性は男性に比べ胸椎および腰椎の彎曲角の

変化が有意に少ないこと，胸椎を優位に変化させてい

ることを報告している。ただし，小田らの結果は体格

による影響を考慮しておらず，男性における脊椎の動

きの変化が大きかった理由が，たんに身長が高かった

ためかもしれない。

そこで本研究は，キッチンカウンターの高さを男性

の身長に合わせた９０�の高さで食器洗い動作時の姿勢
変化を男女共にスパイナルマウスで測定し，８５�の高
さでの男女の姿勢変化と比較した。
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要旨：健常成人を対象に，高さ８５�と９０�のキッチンカウンターにおける食器洗い動作時
の作業姿勢を性別に検討した。その結果，キッチンカウンターの高さに関係なく，胸椎お
よび腰椎の変化はともに男性の方が有意に大きかった。また，８５�と９０�における食器洗
い動作時の胸椎と腰椎の変化の比較では，男女ともに有意差は認められなかった。これら
の結果から，女性は姿勢の変化量を少なくすることで，脊柱への負担を軽減しており，こ
のことは，食器洗いの習熟性の有無が影響したと推察した。
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異なるキッチンカウンターの高さにおける食器洗い動作時の
脊柱アライメントの変化
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�．対象と方法
１．対 象

対象は，当院に勤務している健常成人２４名（男性１２

名，女性１２名）であり，年齢は男性が２８．０±５．５歳，

女性が２４．３±３．６歳，身長は男性が１７２．２±４．３�，女
性が１５６．８±４．２�，体重は男性が６５．０±８．４�，女性
が５３．９±７．３�（平均±標準偏差）であった。なお，
女性は８５�，男性は９０�のキッチンカウンターの高さ
に適した身長を川口ら（２００３）の生態力学的算出法に

より算出し，それに近似した身長の者に限定した。対

象者には研究の目的や方法を十分に説明し，書面にて

同意を得て行った。

２．方 法

測定は OG技研社製の ADLキッチンを用いて，８５

�と９０�２種類の高さ（シンク深さ１０�）で実施した。
脊柱彎曲角の測定には，インデックス社製のスパイナ

ルマウスを使用した。測定肢位は，キッチンカウンター

前面から拳一個分身体を離し，両足を肩幅に開いた状

態で視線を正面に向けた直立姿勢から，食器洗い動作

姿勢に(シンク台にコップを固定し触れる）変化した

際の胸椎と腰椎の彎曲角の変化量を分析に用いた（図

１）。測定は，被験者の第７頸椎から第３仙椎仙骨裂

孔までとし，胸椎後彎角（第１胸椎から第１２胸椎まで

の上下椎体間がなす角度の総和）と，腰椎前彎角（第

１腰椎から第５腰椎までの上下椎体間がなす角度の総

和）を測定した。なお，脊椎の後彎はプラス，前彎は

マイナスで表した（宮崎２０１０）。

計測した値は胸椎と腰椎の変化量を性別，および

キッチンカウンターの高さ（８５�・９０�）別に比較し
た。統計処理は，性差の比較には対応のない t検定，

キッチンカウンターの高さ別の比較には対応のある t

検定を用いた。

�．結 果

食器洗い動作時の姿勢変化を性別に比較すると，

キッチンカウンターの高さ（８５�・９０�）に関係なく，
胸椎および腰椎の変化はともに男性の方が有意（p＜

０．０１）に大きかった（表１）。８５�と９０�における食
器洗い動作時の胸椎と腰椎の変化を比較すると，男女

ともに有意差は認められなかった（表２）。

�．考 察

本研究は，異なる高さのキッチンカウンターを用い

て，食器洗い動作時の脊椎彎曲角の変化を性別に検討

した。その結果，キッチンカウンターの高さに関係な

く，胸椎と腰椎ともに女性より男性の方が有意に変化

が大きかった。また，８５�と９０�のキッチンカウン
ターの高さでは，胸椎と腰椎の変化量に有意差は認め

られなかった。

小田ら（２０１１）によると，食器洗い動作時の胸椎と

腰椎の変化は女性よりも男性の方が有意に大きかった

図１ 脊椎彎曲角の測定肢位
８５�での作業姿勢（図左）と９０�での作業姿勢（図右）の脊椎彎曲角をそれぞれ測定した

４２ 異なるキッチンカウンターの高さにおける食器洗い動作時の脊柱アライメントの変化



と述べており，本研究と矛盾しない。さらに本研究で

は，男性対象者の身長に最適な９０�の高さにおいても，
男性は胸椎と腰椎を女性より変化させていることから，

男性の変化量の大きさは身長以外の要因の関与が推察

された。また，このことは，キッチンカウンターの高

さが変わっても，男女ともに胸椎と腰椎の変化量には

有意差が認められなかったことからもうかがえる。

農林中央金庫（２００８）の現代の独身２０代の食生活・

食の安全への意識の調査にあるように，今回対象とし

ている年齢の女性は男性より，食器洗い動作の頻度が

多いことが推測される。中村ら（２００９）は，運動行動

は反復した学習により改善すると報告している。この

ことから，日頃キッチンに立つ機会の多い女性は，胸

椎及び腰椎の変化量を少なくし，脊柱への負担を軽減

するような方法を学習していると推察される。以上の

ことから，今回の結果には食器洗いの頻度の差が影響

したと推察された。
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表１ 胸・腰椎における変化の性差

８５� ９０�
男性（n＝１２） 女性（n＝１２） 男性（n＝１２） 女性（n＝１２）

胸椎の変化（°） １８．３±６．１ １０．８±６．８＊＊ １７．６±６．７ ９．２±７．０＊＊

腰椎の変化（°） ２４．２±１１．４ ７．８±５．１＊ １９．３±８．５ ７．８±７．５＊＊

mean±SD
＊p＜０．０５ ＊＊p＜０．０１

表２ 各高さでの胸椎・腰椎の変化の比較

胸椎の変化（°） 腰椎の変化（°）

８５� ９０� ８５� ９０�

男性（n＝１２） １８．３±６．１ １７．６±６．７ ２４．２±１１．４ １９．３±８．５
女性（n＝１２） １０．８±６．８ ９．２±７．０ ７．８±５．１ ７．８±７．５

mean±SD
＊p＜０．０５ ＊＊p＜０．０１
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